
16

国民年金
だより
問い合わせ先

保険年金課　年金係
1（40）5558

あ
な
た
に
は
第
3
号
被
保
険
者

期
間
が
あ
り
ま
す
か
？

◎
第
1
号
被
保
険
者
と
は
･
･
･

自
営
業
・
自
由
業
・
学
生
な
ど

◎
第
2
号
被
保
険
者
と
は
･
･
･

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
加

入
者
で
あ
る
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

◎
第
3
号
被
保
険
者
に

な
る
人
と
は
･
･
･

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
加

入
者
（
第
2
号
被
保
険
者
）
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
、
年
間
収
入
が
一

定
に
満
た
な
い
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
妻
（
夫
）
で
す
。

第
3
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

を
届
出
し
て
お
け
ば
、
該
当
し
て

い
る
間
は
保
険
料
を
納
め
な
く
て

も
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

の
と
全
く
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

※
　
夫
（
妻
）
に
扶
養
さ
れ
て
い

て
も
、
自
動
的
に
は
第
3
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
せ
ん
。
夫
（
妻
）

の
勤
務
先
に
届
け
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

※

年
間
収
入
が
一
定
額
に
満
た

な
い
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

妻
（
夫
）
と
は
、
一
般
的
に
年
間

収
入
が
130
万
円
未
満
の
方
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
種
別
変
更
の

届
出
が
必
要
で
す
。

①
第
3
号
被
保
険
者
に

該
当
す
る
場
合

○
扶
養
者
た
る
配
偶
者
が
就
職
し

て
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入

者
に
な
っ
た
と
き

○
結
婚
し
て
、
配
偶
者（
第
2
号
被

保
険
者
）の
扶
養
に
な
っ
た
と
き

○
収
入
が
減
っ
て
、
配
偶
者（
第
2

号
被
保
険
者
）
の
扶
養
に
な
っ

た
と
き

○
会
社
を
退
職
し
て
、
配
偶
者（
第

2
号
被
保
険
者
）の
扶
養
に
な
っ
た

と
き

○
配
偶
者
が
転
職
し
て
加
入
す
る

年
金
制
度
が
変
わ
っ
た
と
き

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
届
出
書
に

年
金
手
帳
を
添
え
て
、
配
偶
者
の

勤
務
先
に
、
第
3
号
被
保
険
者
の

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
第
3
号
被
保
険
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

○
配
偶
者
が
退
職（
失
業
）し
た
と
き

○
離
婚
し
た
と
き

○
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

○
収
入
が
増
え
て
配
偶
者
か
ら
扶

養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
第
1
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
庁

舎
（
国
分
寺
庁
舎
は
保
険
年
金
課
、

石
橋
・
南
河
内
庁
舎
は
市
民
課
窓

口
係
）
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
な
た
が
就
職
し
て
会
社
員
や

公
務
員
に
な
っ
た
と
き

こ
の
場
合
は
、
第
2
号
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
の

事
業
所
が
届
出
を
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
、

銀
行
・
郵
便
局
等
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
場
合

は
、
栃
木
社
会
保
険
事
務
所
（
1

0
2
8
2
‐
22
‐
6
0
7
4
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
保
険
料
を
口
座
振

替
に
す
る
と
、
つ
い
う
っ
か
り
の

納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
当
月
末
日
に

振
替
に
す
る
と
、
月
々
50
円
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
年
度
の
保
険
料
1
年
分
ま
た
は

6
か
月
分
ま
と
め
て
口
座
振
替
で

納
め
る
と
、
さ
ら
に
割
引
額
が
大

き
く
な
り
大
変
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
栃
木

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
各
金
融

機
関
で
。（
納
付
書
、
通
帳
、
届
出

印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
20
歳
以
上
の
学

生
の
方
に
つ
い
て
は
、「
学
生
納
付

特
例
」
と
い
う
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
申
請
は
各
庁
舎
（
国

分
寺
庁
舎
は
保
険
年
金
課
、
石

橋
・
南
河
内
庁
舎
は
市
民
課
窓
口

係
）
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

◎
対
象
と
な
る
方

大
学
（
大
学
院
）
・
短
大
・
高

等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
、
ま
た
は
各
種
学
校
（
※
）

に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人

の
前
年
所
得
が
基
準
以
下
（
※
）

の
方
で
す
。

※
各
種
学
校
と
は
･
･
･

学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
修
業
年
限
が
1
年
以
上
の
課
程

な
お
、
一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
栃
木
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
の
目
安
は
･
･
･

118
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38

万
円
で
計
算
し
た
額
以
下
で
あ
る

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

年金手帳




